
機能強化計画の要約  

１．基本方針

経営の基本理念とする［信条］の下、地域経済の発展、地域社会の豊かな生活実現を目指して、当金庫は今日まで数多くの努力を重ねて参りましたが、主な経営基盤としてきたこの道北地域は過疎化が顕著とな

り、地域経済も構造変化を伴う縮小の方向にあります｡　その中で、金庫経営の永続性を確かなものとするには、地域社会そのものの永続性を高める地域経済の再活性化を実現することが最優先の課題であり、

それには、地域経済をリードしてきた事業の経営力強化や新規創業に対するサポート態勢整備と、業務を担う役職員個々の更なる意識高揚が不可欠と認識し、以下に策定する機能強化計画推進に取組みます｡

２．アクションプログラムに基づく個別項目の計画

１５年度 １６年度
Ⅰ．中小企業金融の再生に向けた取組み

１．創業・新事業支援機能等の強化

（１）業種別担当者の配置等融資審査態勢の強化 店別、与信額別に定めた「貸
出決裁権限規程」に基づく審
査態勢をとっております

現状態勢を維持し、各種
研修等を活用して担当者
のレベル向上に努めます

全国信用金庫協
会主催の各種研
修へ参加

継続して実施 当金庫の貸出規模、取引先特性を考慮すると、現
状の審査態勢を継続することが合理的と判断して
おります

（３）産学官とのネットワークの構築・活用や日本政策投資銀行
との連携。「産業クラスターサポート会議」への参画

「わっかない産業クラスタ－研
究会」および「北海道地区産
業クラスタ－サポート金融会
議」に参加、日本政策投資銀
行との連携にも取組んでおり
ます

引き続きクラスタ－研究
会、クラスタ－サポ－ト金
融会議の活動に参加し、
地域の新事業創造等に協
力いたします

クラスター研究会
の研究事業等に
参加、サポート金
融会議１，２回目
に出席

継続して実施 日本政策投資銀行や信金中央金庫と連携して実
施している各種セミナー等も継続して開催し、地域
経済活性化を支援いたします

（４）ベンチャー企業向け業務に係る、日本政策投資銀行、中小
企業金融公庫、商工組合中央金庫等との情報共有、協調投融
資等連携強化

政府系金融機関との協力態
勢は確立され、創業時の設備
投資融資案件等について協
調融資の実績もあります

現状の協力態勢を一層活
用すると共に、日本政策
投資銀行主催のﾘﾚｰｼｮﾝ
ｼｯﾌﾟﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ推進会議にも
参加します

第１回北海道ﾘﾚｰ
ｼｮﾝｼｯﾌﾟﾊﾞﾝｷﾝｸﾞ
推進会議出席

継続して実施 政府系金融機関との情報共有、協調投融資の態
勢を確立しておりますので、今後も積極的に活用し
てまいります

（５）中小企業支援センターの活用 活用実績はありません 中小企業支援センターと
の連携態勢を整備し、中
小企業支援事業に協力い
たします

支援センター事務
局と次年度計画
について協議

支援センターの事
業推進に参加協
力

支援センター事務局である稚内商工会議所との連
携態勢を整備し、セミナー・相談会の共催等によ
り、新規創業等に対する経営支援に協力いたしま
す

２．取引先企業に対する経営相談・支援機能の強化

（１）経営情報やビジネス・マッチング情報を提供する仕組みの
整備

「稚内しんきんビジネスクラブ」
の運営、業界情報誌や金庫
広報誌への掲載による取引
先紹介等、仕組みは整備して
おります

提携先である㈱ベンチャ
－リンクや業界団体との
協力態勢の下、仕組みの
活用を今後も継続いたし
ます

ビジネスクラブ主
催の研修・セミ
ナー実施、広報
誌・景況レポート
発行、第１７回東
京ビジネスサミット
参加

継続して実施 ビジネスクラブ会員企業向けの新入職員研修は毎
年４月に実施、金庫広報誌「ジャストナウ」及び地
域経済動向をお知らせしている「景況レポート」は
四半期毎に発行、毎年１１月に開催される東京ビ
ジネスサミットには出展も含めて参加しており、これ
らについては今後も積極的な取組みを継続いたし
ます

（３）要注意先債権等の健全債権化及び不良債権の新規発生
防止のための体制整備強化並びに実績公表

貸出金自己査定、企業信用
格付、融資方針書作成等によ
り、要注意先債権等の健全債
権化および不良債権の新規
発生防止に取組んでおります

要注意先債権等で経営改
善が見込める取引先を選
定し、適切な経営改善計
画策定のうえ債務者区分
ランクアップに取組み、平
成１５年度実績から公表
いたします

２０～３０のランク
アップ見込み先を
選定し、平成１５
年度仮基準日自
己査定時に経営
改善計画策定

信用格付の実施
報告、融資方針
書の作成報告等
を活用して計画の
進捗管理継続 、
平成１５年度実績
公表

ランクアップ見込み先については審査部と営業店
の協議により選定、経営改善計画については営業
店と取引先経営者との十分な協議により策定し、
平成１６年度自己査定でのランクアップを目指して
三者の協力による取組みを実施いたします

備　　　考　（計画の詳細）
スケジュール

項　　　　　目 現　　状 具体的な取組み



１５年度 １６年度
備　　　考　（計画の詳細）

スケジュール
項　　　　　目 現　　状 具体的な取組み

（５）「地域金融人材育成システム開発プログラム」等への協力 協力実績はありません 中小企業支援センターと
の連携態勢を整備し、取
組み事業に協力いたしま
す

支援センター事務
局と次年度計画
について協議

支援センターの事
業運営に参加協
力

支援センター事務局である稚内商工会議所との連
携態勢を整備し、地元経営者のマネジメント力向上
支援事業に協力いたします

３．早期事業再生に向けた積極的取組み

（６）中小企業再生支援協議会への協力とその機能の活用 「北海道中小企業再生支援協
議会」と連携し、取引先への
情報提供等に活用しておりま
す

支援協議会主催「中小企
業再生セミナー」に出席し
て情報を収集し活用いた
します

「中小企業再生セ
ミナーｉｎ札幌、お
よびｉｎ旭川」に出
席

継続して実施

４．新しい中小企業金融への取組みの強化

（１）ローンレビューの徹底、財務制限条項やスコアリングモデ
ルの活用等。第三者保証の利用のあり方

過度に担保・保証に依存しな
い、キャッシュフロー重視の融
資審査体制と、早期チェック
が可能な事後モニタリング体
制を整備しております

自己査定、信用格付、融
資方針書、事業計画実績
比較表等により、早期
チェック可能なローンレ
ビューを継続いたします

信用格付、融資
方針書、計画実
績比較表につい
ては随時実施・作
成

継続して実施 財務制限条項の適用については対象となる取引先
がなく、新たな取組み計画はありません

（５）信用リスクデータベースの整備・充実及びその活用 企業信用格付システムの運
用によりしんきん情報システ
ムセンターが整備するデータ
ベースを活用しております

しんきん情報システムセン
ターと信金中央金庫の協
力により、データベースの
充実に取組みます

信用格付実施に
よるデータの蓄
積、還元データの
利用

継続して実施

５．顧客への説明態勢の整備、相談・苦情処理機能の強化

（１）銀行法等に義務付けられた、貸付契約、保証契約の内容
等重要事項に関する債務者への説明態勢の整備

貸付契約については写しを渡
し、保証契約や担保提供につ
いては本人自署による意思確
認書類をいただくなど、十分な
説明態勢を取っております

平成１５年７月２９日に改
正された事務ガイドライン
と現在の態勢との整合性
を確認し、制度・様式に関
する必要な改正を実施い
たします

「信用金庫取引約
定書」の様式改正
を検討

事務ガイドライン
との整合性を保っ
た態勢を維持

（２）「地域金融円滑化会議」の設置・開催 平成１５年６月２４日、第１回
の北海道「地域金融円滑化会
議」が開催されております

北海道信用金庫協会の要
請に従い、会議に出席い
たします

四半期毎に会議
開催

四半期毎に会議
開催

（３）相談・苦情処理体制の強化 相談・苦情の受付について
は、担当者から即時検査部へ
通知され、指示に基づく適切
な対応をとっており、また、都
度必要に応じて金庫全体に情
報を還元し、再発防止策の指
示をする体制を整備しており
ます

金庫全体の情報共有化・
再発防止策の徹底を強化
するため、都度の指示に
加えて、定例の営業店長
会議毎に担当部より報告
および指示をすることとい
たします

１０月に第１１８回
営業店長会議開
催

５月に第１１９回、
１０月に第１２０回
営業店長会議開
催

ホームページ上に公表い
たします

１０月初めのホー
ムページコンテン
ツ更新時に公表

５月初め、１０月
初めのホーム
ページコンテンツ
更新時に公表

Ⅱ．各金融機関の健全性の確保、収益性の向上等に向けた取組み

６．進捗状況の公表



１５年度 １６年度
備　　　考　（計画の詳細）

スケジュール
項　　　　　目 現　　状 具体的な取組み

１．資産査定、信用リスク管理の厳格化

（１）①適切な自己査定及び償却・引当の実施 「資産自己査定基準」および
「償却引当基準」に基づき、適
切に実施しております

現行の基準による運用を
継続いたしますが、貸倒
引当額と貸倒実績値に開
差が出た場合は、会計監
査人と基準改正の必要性
について協議いたします

平成１５年１２月
末を仮基準日、平
成１６年３月末を
基準日として自己
査定および償却
引当実施

平成１６年１２月
末を仮基準日、平
成１７年３月末を
基準日として自己
査定および償却
引当実施

（１）②担保評価方法の合理性、処分実績からみた評価精度に
係る厳正な検証

「不動産担保評価基準」に基
づき、北海道信金共同事務セ
ンターの「不動産担保評価管
理システム」を利用しておりま
すが、評価方法は合理的であ
り、評価精度も高いと判断して
おります

現行の基準およびシステ
ムでの運用を継続いたし
ます

破綻懸念先以下
については毎年
再評価実施、正
常先・要注意先に
ついては３年に一
度再評価実施

継続して実施 担保評価に係る時価の把握については、土地は公
示価格・基準地価格に比準する比準地比較法、建
物は原価法を基本としており、担保掛目も原則６
０％としております

（１）③金融再生法開示債権の保全状況の開示 平成１１年度ﾃﾞｨｽｸﾛｰｼﾞｬｰ誌
以降、開示を実施しておりま
す

開示を継続いたします 平成１４年度ﾃﾞｨｽ
ｸﾛｰｼﾞｬｰ誌、平成
１５年度上半期
ﾃﾞｨｽｸﾛｰｼﾞｬｰ誌
発行

平成１５年度ﾃﾞｨｽ
ｸﾛｰｼﾞｬｰ誌、平成
１６年度上半期
ﾃﾞｨｽｸﾛｰｼﾞｬｰ誌
発行

２．収益管理態勢の整備と収益力の向上

（２）信用リスクデータの蓄積、債務者区分と整合的な内部格付
制度の構築、金利設定のための内部基準の整備等

平成１２年１０月から独自の金
庫ﾌﾟﾗｲﾑﾚｰﾄ制度を運用し、ま
た、平成１３年４月から信用リ
スクデータの蓄積が可能なシ
ステムを利用した企業信用格
付制度を運用するなど、態勢
は整備しております

金庫ﾌﾟﾗｲﾑﾚｰﾄ制度および
企業信用格付制度の定
着、適切な運用を強化す
るため、関係部署間の情
報交換会を通した教育指
導を実施いたします

情報交換会は随
時実施、金庫ﾌﾟﾗｲ
ﾑﾚｰﾄは四半期毎
に改定、信用格付
については対象
企業の決算期毎
に適宜実施

情報交換会は随
時実施、金庫ﾌﾟﾗｲ
ﾑﾚｰﾄは四半期毎
に改定、信用格付
については対象
企業の決算期毎
に適宜実施

３．ガバナンスの強化

（２）①半期開示の実施 平成１４年度上半期より開示
を実施しております

開示を継続いたします 平成１５年度上半
期ﾃﾞｨｽｸﾛｰｼﾞｬｰ
誌発行

平成１６年度上半
期ﾃﾞｨｽｸﾛｰｼﾞｬｰ
誌発行

（２）③総代の選考基準や選考手続きの透明化、会員・組合員
の意見を反映させる仕組み等の整備

会員数に応じた地区別定数
制度をとっている総代会は、
「総代選任規程」に基づいて
総代を選任・委嘱する仕組み
により手続きの透明性は確保
されており、また、総代会開催
に際し、総代を通じて一般会
員の意見をうかがう機会を持
つなど、会員各位の意見を反
映させる仕組みも整備してお
ります

今後も現行制度を維持い
たしますが、適宜、ガバナ
ンス強化の施策と情報の
開示を実施いたします

平成１５年度上半
期ﾃﾞｨｽｸﾛｰｼﾞｬｰ
誌において、総代
選考フローおよび
地区別定数制度
について開示

６月総代会に、総
代および理事の
任期を３年から２
年に改正する定
款変更を提案

４．地域貢献に関する情報開示等



１５年度 １６年度
備　　　考　（計画の詳細）

スケジュール
項　　　　　目 現　　状 具体的な取組み

（１）地域貢献に関する情報開示 平成７年度ﾃﾞｨｽｸﾛｰｼﾞｬｰ誌発
行以降、社会貢献活動も含め
て開示を継続し、平成１４年度
ﾃﾞｨｽｸﾛｰｼﾞｬｰ誌では、四半世
紀にわたる地域の経済構造
変革にリーダーシップを発揮
してきた当金庫の姿を開示し
ております

全国信用金庫協会より示
される開示例を参考に、適
宜必要な開示項目を追加
し、内容の充実に取組み
ます

平成１５年度上半
期ﾃﾞｨｽｸﾛｰｼﾞｬｰ
誌から、主な公的
制度融資の取扱
実績を開示項目と
して追加

継続して実施

※具体的取組計画がない項目については、一覧より削除しております

３．その他関連の取組み

Ⅰ．中小企業金融の再生に向けた取組み

１．創業・新事業支援機能等の強化

（２）企業の将来性や技術力を的確に評価できる人材の育成を
目的とした研修の実施

２．取引先企業に対する経営相談・支援機能の強化

（４）中小企業支援スキルの向上を目的とした研修の実施

３．早期事業再生に向けた積極的取組み

（７）企業再生支援に関する人材（ターンアラウンド・スペシャリ
スト）の育成を目的とした研修の実施

Ⅱ．各金融機関の健全性の確保、収益性の向上等に向けた取組み

５．法令等遵守（コンプライアンス）

行員による横領事件等、金融機関と顧客等とのリレーション
シップに基づく信頼関係を阻害するおそれがある問題の発生
防止

全国信用金庫協会、北海道信用金庫協会、北海道信金共同事務センターによる人事研修プログラムへの随時派遣に加えて、外部講師による庫内
集合研修を実施しております。　　また、各部店単位での職場内勉強会制度があり、研修復命書同様、職場内勉強会記録簿兼報告書を総務部長
（人事教育担当）宛に提出させ、経営層にも報告しております。　　さらに、費用の補助も含めて自己啓発を促すための単位修得制度があり、通信講
座・各種資格取得試験へ積極的な取組みを促すと共に、人事考課にも反映させております

平成９年１２月８日に「稚内信用金庫倫理綱領」を制定、続いて平成１１年９月６日には「法令等遵守委員会規程」（委員長は専務理事）を制定、さら
に同年９月１４日には「法令等遵守マニュアル」を制定し、統轄部署を明確に定めた問題発生防止を目的とした内部管理態勢を確立しております。
また、全役職員を対象に各種コンプライアンス研修も実施しており、検査部検査あるいは監事監査を通して実践状況の検証も実施しております。
さらに、法令等遵守に抵触する問題が発生した際には、所属部店長を通して統轄部署へ迅速な報告を義務付け、一元的に管理をしております

項　　　　　目 具　体　的　な　取　組　み

全国信用金庫協会、北海道信用金庫協会、北海道信金共同事務センターによる人事研修プログラムへの随時派遣に加えて、外部講師による庫内
集合研修を実施しております。　　また、各部店単位での職場内勉強会制度があり、研修復命書同様、職場内勉強会記録簿兼報告書を総務部長
（人事教育担当）宛に提出させ、経営層にも報告しております。　　さらに、費用の補助も含めて自己啓発を促すための単位修得制度があり、通信講
座・各種資格取得試験へ積極的な取組みを促すと共に、人事考課にも反映させております

全国信用金庫協会、北海道信用金庫協会、北海道信金共同事務センターによる人事研修プログラムへの随時派遣に加えて、外部講師による庫内
集合研修を実施しております。　　また、各部店単位での職場内勉強会制度があり、研修復命書同様、職場内勉強会記録簿兼報告書を総務部長
（人事教育担当）宛に提出させ、経営層にも報告しております。　　さらに、費用の補助も含めて自己啓発を促すための単位修得制度があり、通信講
座・各種資格取得試験へ積極的な取組みを促すと共に、人事考課にも反映させております


